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第１０４２回教育委員会会議録 

 

１ 日 時 平成２８年４月１５日（金） 午後３時００分～午後４時３５分 

 

２ 場 所 教育委員会室 

 

３ 出席者 森近教育長 吉井委員 清川委員 西野委員 八田委員 小泉委員 

      松田教育振興監 古谷学校教育幹 内田企画幹（教育政策） 

      淵本企画幹（義務教育） 岩本学校振興課長 佐々木高校教育課長 

      田中課長（学力向上）  

 

４ 議 題 

日程第１ 第４号議案 福井県教科用図書選定審議会委員の任命について 

 

日程第２ 第２号議案 いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

 

日程第３ 第３号議案 いじめ調査専門委員会委員の委嘱について 

 

５ 審議事項 

（１）開会宣告 午後３時００分 

 

（２）会議録署名人の指名 西野委員 八田委員 

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第１、第１号議案から日程第３、第３号議案については、人事案

件であることから、非公開といたしたい旨発議 

 

         ――――当該議案を非公開と決定―――― 

 

◎協議・報告事項 

（１）平成２８年度福井県高等学校入学者選抜学力検査の結果について 

 

西野委員   英語におけるヒアリング問題の割合は。 

 

高校教育課長 １００点中３０点。時間は全体の１／４。 

 

清川委員   数学の点数が上がった理由は。 

 

高校教育課長 昨年度は説明をさせる問題の正答率が悪かったが、試験結果を分析し各学校

に送ったところ、各校が頑張って指導したようで、今年度は悪くなかった。 

 

 

（２）平成２８年３月県立高等学校卒業者の就職状況について 
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清川委員   退学した子の進路は調査しているのか。 

 

高校教育課長 各校は把握していると思うが、県全体では調査はしていない。 

 

清川委員   退学した子はどのぐらいいるのか。 

 

高校教育課長 ２７年度は全日制、定時制合わせて８３人。その前年度は８０人。その前は

１００人を超えていたので、この２年は減少傾向にある。 

       退学の理由としては、学校生活・学業不適応が３６人、進路変更が３１人。

経済的理由は０人である。 

 

清川委員   どこに行っていない子が心配。フリースクールでは高卒の資格が得られない。 

 

高校教育課長 大学などに行くときは公認テスト受けている。 

 

清川委員   出席日数が足りなくて留年することはあるのか。 

 

企画幹（義務教育） 出席日数が足りなくても校長が卒業認定すれば、卒業することができる。留

年している子はいない。 

 

清川委員   中退が減った理由は何か。 

 

高校教育課長 カウンセリングや教育相談など、学校現場が頑張っている。 

 

西野委員   人口当たりでは少ないのではないか。 

 

清川委員   ニートはどうか。 

 

教育長    リーマン・ショック後の就職氷河期に就職できなかった子などがおり、それ

なりの数がある。 

 

吉井委員   県内外への就職数は。 

 

高校教育課長 県内企業へは１，１４０人。県外企業へは１６１人。ただし、本店所在地で

県内・県外を判断している。概ね９割ぐらいが県内で働いていると認識してい

る。 

 

 

（３）平成２８年度全国学力・学習状況調査について 

 

西野委員   いずれ英語の試験も始まるのか。 

 

企画幹（教育政策） 英語も３０年度から試験を行う。 

 

教育長    福井の子どもは、都会に比べ英語に接する機会が少ないので、ＡＬＴなどで

応援していかないといけない。 
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（４）教育相談担当教員養成研修について 

 

吉井委員   研修を受ける人は自分から手を挙げるのか。 

 

企画幹（義務教育） 市町教委が推薦してくる。 

 

小泉委員   いじめや不登校などの問題については、新人の先生でも直面する問題である

が、大学などでは対処方法の指導などは行っているのか。 

 

企画幹（義務教育） 福井大学では１年生のときに、学校現場で不登校生徒などに接するカリキュ

ラムを行っている。 

 

教育長    各学校とも新採用の教員をフォローするようにしている。先輩教員と一緒に

対処し経験を積んでいってもらう仕組み。 

 

学校教育幹  採用後、初任者、１年目、２年目、５年目とずっと研修を行っており、その

中に教育相談の項目は常に入っている。 

 

小泉委員   民間企業も同じ。現場で育てていくことが必要。 

 

西野委員   貧困家庭などの対応はどうか。 

 

教育長    貧困家庭については、健康福祉部を中心に支援を行っている。 

 

西野委員   学校の先生も一生懸命対応してもらっているが、どこまで対応するかを決め

ておかないこと先生がもたないのではないか。 

 

教育長    ソーシャルワーカーを有効に活用するなど、どのような応援ができるか考え

る必要がある。 

 

 

（５）雲龍丸体験事業の実施について 

 

八田委員   雲龍丸はどのように管理しているのか。 

 

学校振興課課長補佐 若狭高校が管理している。運航に際しては、あおば丸や水産試験場の船員

を動員している。 

 

教育長    せっかくの施設なので、生徒の体験など有効に活用していきたい。 

 

西野委員   一般の方にはどのように周知するのか。 

 

学校振興課長 一般向けの沿岸観測や親子体験については、こちらの方からお知らせや案内

を出していく。 
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吉井委員   見学したい人はたくさんいると思う。船員の確保は大丈夫か。 

 

教育長    水産試験場から応援をもらい、８人体制で運航する。 

 

 

教育長    日程第１、第１号議案を議題 

 

高校教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第１号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

         ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第２、第２号議案および日程第３、第３号議案を議題 

 

企画幹（義務教育） 資料に基づき説明 

 

高校教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第２号議案および第３号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

         ――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    本日の会議の終了を宣言 

 

 

６ 閉会宣言 午後４時３５分 

 


